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2.2  心理測定曲線 














P ＝ f ( x )      (1) 
式 (1) の関数は，心理測定関数 (psychometric 
function)と呼ばれ，x を横軸に，Pを縦軸にとって描か




る．ここでは刺激強度 x および検出確率 P の関係を図2
のようにとらえ，制御可能な物理量で表される刺激強度 










図2  外部からの刺激に対するヒトの反応 











2 つの反応カテゴリーを用いる場合を 2 件法(method 
of two categories)，3 つの反応カテゴリーを用いる場







2.3  測定の対象 
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率で反応する刺激強度x が存在する．その刺激強度x を








図3  心理測定曲線上の閾値とPSE 
 











3.1  検査作業における知覚認知特性の評価 





























3.2  欠陥検出能力を測る知覚評価実験法 
3.2.1  知覚評価実験法の概要 
図6には欠陥検査で使用するFRP(繊維強化プラスチッ






































































































x1 =l1 ,                        
       x2 = 1－l2／l1 ,  0≦l2≦l1          
   x3 = v , 0≦v≦1 .          (2) 


















3.2.2  刺激強度決定法 
人間の知覚特性の差が顕著に表れる部分は標準刺激と
標的刺激が知覚として等しい効果を持つとき, すなわち









いま，オブジェクトに含まれるi番目(i＝1, 2, 3) の
属性の標的刺激試料の刺激強度について予め複数の強さ
の段階を設定して実験に用いる．第j段階の刺激強度を
図7  刺激と刺激強度の定義式(36). 
 
図 6  Inspection image data. 
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表1 欠陥検査画像から求めた欠陥データ 
(a)Result of Attributes by image processing (top 20 of Area). 







    
 
(3) 











































図8  検査の資料サンプルと検査条件(36,37). 



















































1 + (j－3.5) d1  ( j＝1,2, … ,7),    (5) 
















2 + (j－3.5) d2  ( j＝1,2, … ,7),     (6) 















3 + (j－3.5) d3  ( j＝1,2, … ,7),   (7) 

























強度xj に対し，被験者が反復回数N 回中 nj 回刺激強度
が強いと反応すれば，この被験者は刺激強度に対して確
率pj＝nj ／N で反応したと計測できるからである．よっ



































(4) T [a] と T [b] との値をスワップ（交換）す
る． 



















料x0と標的刺激の試料xj をL 段階分用意する ( j ＝ 1, 









Step 3: x0よりxj のほうが「強い」と反応し
た回数 nj をインクリメント（カウ
ント）する． ( nj ← nj＋1 ) 
Step 4: 試行回数がL×N 回となるまで
Step 1からの手順を繰り返す． 
Step 5: すべての試行を終えたら各水準の






















図10  検査状況の外観と寸法諸元 
表3  提示試料のディスプレイ内での輝度 (cd/m2). 
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3.3    実験結果と考察 


















3.3.2    心理測定曲線のパラメータ推定 
実験から1属性あたりL 段階分のデータとして，反復回
数N 回中「強い」と反応（U判断）した観測値 nj ( j = 1,2, 
… , L)が得られる．「強い」もしくは「弱い」の2件法
による反応カテゴリーの観測値n1,n2,…,nLは，平均pj ,















































た観測値確率 jp に対応する正規偏差 jy は正規分布
する変量 jx と直線関係を示すため，その推定値は次式        
jj bxay ˆ          
 (11) 
を当てはめ，そこから逆に  
 )(ˆ 1 jj py

         
(12) 
の関係を使って理論確率Pj を求める． )(1 jp
 は標準正
規分布の累積分布関数の逆関数を表す．すなわち， 





























































































































































































































































































Step 1:  k 個のデータ（PSE）を小さい順にソート
して，1から順番に番号iを付ける． 
Step 2:  平均ランク法における確率qiを次式で計
算する． 
qi ＝ i／(k+1) .    (17) 
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